
 

 

 

 小平市では現在、新たな「長期総合計画」（※）の策定に取り組んでいます。策定状況や取組につい

て、広く市民の皆様にお知らせするため、不定期でニュースレターを発行しています。 

（※）「長期総合計画」については、裏面をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
（仮称）小平市第四次長期総合計画 
 策定状況 ニュースレター 

～ こだいらの 未来 のための計画～ 
 

第１９号 
（令和２年１１月） 

※不定期発行 

令
和
２
年
10
月
29
日
（
木
曜
）
の
午
後
、
第
10
回
の
小

平
市
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 審

議
会
と
し
て
（
仮
称
）
小
平
市
第
四
次
長
期
総
合
計

画
基
本
構
想
を
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
、
小
林
市
長
に
対

し
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
市
長
か
ら
は
、
ま
ず
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
危
機
を
乗
り
越
え

な
が
ら
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
答
申
い
た
だ
い

た
基
本
構
想
の
基
本
目
標
で
あ
る
ひ
と
づ
く
り
、
く
ら
し

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
横
断
す
る
二
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
小
平
市
に
あ
る
人
や
物
、
そ
し
て

文
化
な
ど
の
資
源
を
結
集
し
な
が
ら
総
合
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
将
来
像
で
あ
る
、「
つ
な
が
り
、
共
に
創
る
ま

ち 

こ
だ
い
ら
」
が
具
現
化
で
き
る
、
そ
う
確
信
を
し
て

い
る
。
今
後
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

協
働
連
携
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
委
員
か

ら
、「
こ
の
審
議
会
で
は
、
多
く
の
市
民
意
見
や
委
員
同
士

の
意
見
交
換
か
ら
、
小
平
市
の
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
」「
審
議
会
委
員
と
し
て
の
役
割
は
終
わ
る
が
、

今
後
は
こ
の
基
本
構
想
で
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向

け
、
自
分
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
く
。」
と
い
っ
た
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

第
10

回
小
平
市
長
期
総
合
計
画 

基
本
構
想
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

令和２年１０月２９日 

 

 小平市長 小 林 正 則 様 

 

小平市長期総合計画基本構想審議会 

                  会長 髙 橋 裕 子 

 

（仮称）小平市第四次長期総合計画基本構想について（答申） 

 

 令和元年７月２５日付け平企政発第１１号で諮問のありました（（仮称）小平

市第四次長期総合計画基本構想について、別添のとおり答申します。 

 

本審議会では、市民アンケート調査や市民ワークショップ、中学生（ 高校生（ 

大学生（ 外国人インタビュー、小学校出前授業等による市民からの意見に加え、

社会潮流の検証を踏まえ、小平市における現状と課題、まちづくりの方向性な

ど、委員の豊かな経験や幅広い知識をいかしながら熱心に審議を重ねてまいり

ました。そして、時代の大きな転換点にある、コロナ禍に立ち向かう今だから

こそ、これから予測のできない様々な変化に対応できる力量を持った次世代を

育み、持続可能な社会を構築していくということを重要なゴールに掲げ、創意

工夫して基本構想を取りまとめました。 

基本構想に掲げた 

「つながり、共に創るまち こだいら」 

は、私たちが目指す将来像です。人と人とのつながりの中で、あらゆるものが

受け継がれ、新しい価値が生まれます。また、つながりの中で守られ、育てら

れ、新たなる価値を創りあげていくというビジョンを表現しています。 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、価値観や社会のあり方に大きな衝撃と

変化をもたらし、社会全体が新たな日常に向けて歩み始めています。 

 今後はこの答申を踏まえ、小平市が持つ地域特性を最大限にいかし、誰もが

心豊かに、いきいきと活動できる活力あるまちづくりを進めていただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

小平市長期総合計画基本構想審議会委員 

 

髙 橋 裕 子（会長）  栗 山 丈 弘（副会長） 

伊 藤 規 子      加 藤 順 子 

金 子 惠 一      神 山 敬 次 

川 口 幸 子      川 地 保 宣 

齋 藤 啓 子      市 東 和 子 

鈴 木 庸 夫      竹 田 広 輝 

出 口 みちたか     橋 本 直 子 

古 川 満 久      細 江 卓 朗 

松 尾 早智子      松 田 肇 

宮 奈 彰 男      矢 口 誠 

（敬称略） 

髙橋会長（左）から答申書を受け取る小林市長（右） 

小
平
市
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
審
議
会

の
会
議
録
（
要
旨
）
や
会
議
資
料
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
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まちづくりの最上位かつ総合的な計画で、市の将

来像や進むべき方向性を示します。 

現在策定を進めている（ （「（仮称）小平市第四次長

期総合計画」は、右の図のとおり（「基本構想」と（「中

期実行プラン」の２層構造となります（（両方を合わ

せて「長期総合計画」といいます）。 

「基本構想」は、市民、事業者、行政など全ての

まちづくりの主体が共有する羅針盤の役割を担い

ます。審議会から答申された内容を基に、令和 2年

12 月市議会定例会で提案し、議会での議決後計画

書を作成し、令和 3 年 3 月までに市民の皆様にお

知らせします。 

「中期実行プラン」は、基本構想に基づき市が予

算を配分して実施する主要事業や優先事業を示すものです。市長任期に合わせて 4年間ごとに作成します。第 1

期中期実行プランは、令和 3年 4月に行われる市長選挙後に作成し、市民の皆様にお知らせします。 

「（仮称）小平市第四次長期総合計画」模式図 

基本構想 

（令和3～14 年度） 

（（れ 

第1期中期実行プラン 

（令和3～6年度） 

第2期中期実行プラン 

（令和7～10 年度） 

第3期中期実行プラン 

（令和11～14年度） 

 

12 年後にめざす小平市の姿 

(基本的な理念、目指す将来

像、取組の方向性等) 

基本構想に基づき、4 年間で

実施する主要な施策等を示

す。 

（※）長期総合計画って何？ 

【問合せ先】 
 小平市企画政策部政策課 
 総合計画担当  
 電 話：042-346-9503 
 ＦＡＸ：042-346-9513 

平成30年度 令和元年度 令和2年度

基礎調査

市職員ワーキングチームによる

基礎データ等の収集、分析

市民アンケート調査

（
仮

称

）
小

平

市

第

四

次

長

期

総

合

計

画

策

定

の

基

本

方

針

決

定

（
五

月

）

骨子案作成

中間意見募集

インタビュー
市民ワーク

ショップ 等

小学校出前授業

素案作成

パブリックコメント

長期総合計画基本構想審議会
基本構想答申

庁内策定検討委員会

市議会特別委員会（調査）

小

平

市

第

四

次

長

期

総

合

基

本

構

想

議

案

提

出(

十

二

月

市

議

会

定

例

会

）

市議会特別

委員会

（審査）

（仮称）小平市第四次長期総合計画の策定経緯 

これまで、多くの市民に皆様に、ワークショップやインタビュー、意見募集等

で、これからの小平市のまちづくりについてご意見をお寄せいただきました。 


